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ふるさと体験村維持管理予算に
初の修正動議

平成30年６月定例会

　６月定例会では市長提出の議案12件と報告事項７件について審議しました。条
例関係では浜田市病後児保育室条例が制定され、本年８月から市役所本庁におい
て病後児保育が始まります。平成30年度一般会計補正予算（第１号）では、ふる
さと体験村維持管理事業に対して予算決算委員会では13名の委員から質疑があ
り、本会議においては初めての修正動議が出されました。この予算案は賛成多数
で可決されましたが、検証委員会の報告書を踏まえた再生には大きな課題がある
ことが浮き彫りになりました。

主な可決議案

病気の回復期にある乳幼児及び児童を一時的
に預かる場を提供する。

【内　容】
〇場　所 ： 浜田市役所地階
〇時　間 ： 午前８時15分から午後６時
〇休　館 ： 土、日曜、法律に規定する休日
　　　　　12月29日から翌年１月３日
〇使用料 ： １人１日当たり2,000円

【補 　 正 　 額】　補正前：3,945,000万円
　　　　　　　　補正後：3,974,266万円
　　　　　　　　補正額：　 29,266万円

【主な補正事項】　①病後児保育室管理運営費　　　　②ふるさと体験村維持管理費
　　　　　　　　　〇補正前：　　 878万円　　　　　〇補正前： 3,491万円
　　　　　　　　　〇補正後：　　 919万円　　　　　〇補正後： 6,704万円
　　　　　　　　　〇補正額：　　　41万円　　　　　〇補正額： 3,212万円
　　　　　　　　③交付金事業の決定　　　　　　　④災害復旧費
　　　　　　　　　〇補正前：　64,132万円　　　　　〇補正前：61,866万円
　　　　　　　　　〇補正後：　56,281万円　　　　　〇補正後：87,458万円
　　　　　　　　　〇補正額：△ 7,851万円　　　　　〇補正額：25,592万円

一般競争入札に付した工事の請負契約を締結
するため。

【内　容】
〇工事名 ：  平成29年災害栃下川河川災害復

旧工事（第331号）
〇金　額 ： 33,048万円
〇契約の相手 ： ㈱毛利組

条例・浜田市病後児保育室条例

予算・平成３０年度浜田市一般会計補正予算

契約・工事請負契約の締結
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活
用
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
全
市
で
12
カ
所
あ
り
43

戸
入
居
可
能
だ
。
耐
用
年
数

は
木
造
40
年
、
鉄
筋
60
年
で

用
途
廃
止
後
の
活
用
に
つ
い

て
は
民
間
へ
売
却
し
活
用
す

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
軽

積
載
車
）」
は
、
更
新
車
両

の
耐
用
年
数
、
市
内
４
者
が

入
札
辞
退
し
た
経
緯
を
問
う

質
疑
に
、
性
能
が
向
上
し
今

は
25
年
に
し
て
い
る
。
入
札

は
消
防
・
防
災
等
で
登
録
の

あ
る
事
業
者
市
内
４
者
と
県

内
３
者
を
総
務
課
か
ら
指
名

し
た
。
市
内
４
者
が
辞
退
し

た
。
違
い
は
県
内
３
者
は
ポ

ン
プ
メ
ー
カ
ー
の
系
列
と
い

う
こ
と
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
議
案
３
件
は
、
全
会

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

か
絶
対
安
静
期
を
過
ぎ
て
、

も
う
少
し
様
子
見
が
必
要
な

場
合
が
該
当
す
る
。
詳
し
く

は
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
に

任
せ
る
。
預
か
る
期
間
は
1

週
間
と
し
て
い
る
が
、
不
測

の
事
態
に
は
対
応
し
た
い
。

2
千
円
は
あ
く
ま
で
も
利
用

料
で
必
要
な
も
の
は
持
参
し

て
い
た
だ
く
。
病
気
の
子
ど

も
を
預
か
る
重
み
が
あ
る
た

め
、
予
防
接
種
の
履
歴
な
ど

状
態
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
、
必
ず
事
前
登
録
を

し
て
い
た
だ
く
、

と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
放
課

後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び

運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」
は
、

こ
の
改
正
は
市
に

と
っ
て
支
援
員
確

保
の
上
で
有
利
に

な
る
の
か
や
教
員

免
許
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
教
員
免
許
に
つ

い
て
は
も
と
も
と
免
許
を
持

っ
て
い
て
今
は
有
効
で
な
く

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
出
て

き
た
の
で
、
明
確
化
さ
れ
た
。

支
援
員
は
今
後
は
学
歴
に
よ

る
こ
と
な
く
、
補
助
員
と
し

て
5
年
間
関
わ
っ
て
い
た
だ

け
ば
主
任
支
援
員
に
も
な
っ

て
い
た
だ
け
る
、
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
3
件
は
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

総
務
文
教
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
浜
田
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
国
の
生
産
性
向
上

特
別
措
置
法
の
制
定
を
受

け
、
市
の
促
進
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
認
定
さ
れ
る

と
新
規
設
備
投
資
の
固
定
資

産
税
が
ゼ
ロ
だ
が
該
当
す
る

企
業
が
あ
る
の
か
、
ま
た
新

規
設
備
投
資
で
３
％
以
上
の

生
産
性
向
上
と
は
ど
の
様
な

計
算
式
な
の
か
と
の
質
疑

に
、
現
在
該
当
企
業
は
１
者

と
聞
い
て
い
る
。
計
算
式
は

営
業
利
益
に
人
件
費
と
減
価

償
却
費
を
加
算
し
た
も
の
を

労
働
者
の
人
数
で
割
る
。
そ

の
数
値
が
導
入
前
よ
り
３
％

以
上
上
が
っ
て
い
れ
ば
良
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
教
職
員
住
宅
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」
は
、
浜
田
市
の

教
職
員
住
宅
の
入
居
状
況
や

耐
用
年
数
、
用
途
廃
止
後
の

　

福
祉
環
境
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
３
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
の
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
省
令
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
改
正
点

は
3
点
で
、
代
替
保
育
に
係

る
連
携
施
設
の
確
保
義
務
が

緩
和
さ
れ
た
こ
と
。
家
の
中

で
調
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
規
定
の
猶
予
期
間

が
延
長
さ
れ
た
こ
と
。
家
庭

的
保
育
者
の
家
で
保
育
を
行

う
場
合
、
食
事
の
提
供
の
外

部
搬
入
が
可
能
に
な
っ
た
。

す
べ
て
事
業
者
に
と
っ
て
有

利
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
病
後
児
保
育
室

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
は
、

回
復
期
に
あ
る
児
童
の
判
断

に
つ
い
て
や
預
か
る
期
間
と

利
用
料
2
千
円
の
内
訳
、
事

前
登
録
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
症
状
に
よ
っ
て
線
引
き

が
難
し
い
。
高
熱
が
あ
る
と

市
税
条
例
改
正
な
ど
３
件
の
議
案
を
審
議

直
営
の
病
後
児
保
育
室
を
市
庁
舎
内
に
開
設

総
務
文
教
委
員
会

福
祉
環
境
委
員
会

小型動力ポンプ付き軽積載車

用途廃止した旭ヶ丘教職員住宅

放課後児童クラブ支援員のもと、安全で楽しい
時間を過ごす児童達

（放課後児童クラブと公民館の連携活動の様子）
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の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
（
浜
田
５
６
１
号

線
外
）」
は
、
以
前
あ
っ

た
古
い
道
路
も
含
め
て
新

た
な
区
間
と
し
て
市
道
認

定
さ
れ
る
考
え
方
と
回
転

場
が
な
い
理
由
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
古

い
４
８
５
号
線
の
区
域
を

削
除
し
て
５
６
２
号
線
に

取
り
入
れ
変
更
し
整
理
を

し
た
。
ま
た
対
象
の
道
路

は
幅
員
が
６
ｍ
あ
る
の
で

規
定
に
よ
り
、
回
転
場
を

設
置
す
る
必
要
が
な
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
民
間
造
成
に
伴
う

譲
渡
を
引
き
受
け
る
場
合

の
流
れ
と
登
記
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
民
間
業
者
か
ら
市
道
認

定
協
議
書
の
提
出
を
受
け
、

計
画
内
容
を
審
査
し
、
市
道

認
定
申
請
書
を
受
理
す
る
。

名
義
変
更
に
つ
い
て
は
、
市

が
実
施
す
る
が
、
負
担
金
は

な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
主
な
質
疑
と
し

て
、「
特
別
保
育
事
業
」
の

病
後
児
保
育
室
管
理
運
営
費

で
は
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
や
ト

イ
レ
設
備
、
全
体
の
衛
生
面

に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、

目
隠
し
を
し
た
電
気
式
コ
ン

ロ
の
設
置
、
一
階
の
女
性
用

ト
イ
レ
を
併
用
す
る
。
衛
生

面
に
つ
い
て
は
、
人
の
導
線

を
県
と
も
確
認
し
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
浜
田
開
府
４
０
０
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
で
は
、

全
体
事
業
費
予
算
に
つ
い
て

の
質
疑
に
、
財
政
課
と
協
議

を
し
て
い
て
、
最
終
的
に
は

次
年
度
予
算
編
成
に
反
映
さ

れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。「
公
衆
用
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

整
備
事
業
」
で
は
、
本
庁
や

支
所
も
国
の
補
助
対
象
に
該

当
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、

今
後
は
市
内
に
環
境
を
整
え

る
取
組
を
し
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

延
べ
35
名
の
委
員
か
ら
の

質
疑
に
よ
り
審
査
を
行
い
、

　

議
案
２
件
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
（
平
成
２9
年
災
害

栃
下
川
河
川
災
害
復
旧
工

事
）」
は
、
工
事
入
札
予
定

価
格
や
入
札
参
加
数
と
特
別

共
同
事
業
体
も
し
く
は
区
間

分
割
発
注
と
し
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
落
札
率
は
95
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
で
、
参
加
企
業
は

１
者
で
あ
る
。
ま
た
工
事
管

理
状
況
や
経
費
面
か
ら
、
単

一
企
業
の
発
注
に
な
っ
た
と

　

予
算
決
算
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
「
平
成
30
年
度
浜
田

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）」
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

特
に
意
見
が
集
中
し
た
の

は
「
ふ
る
さ
と
体
験
村
維
持

管
理
事
業
」
で
、
３
月
定
例

会
に
引
き
続
き
13
名
も
の
多

く
の
委
員
か
ら
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。
試
算
の
正
確
性
や

核
に
な
る
収
益
事
業
、
地
域

と
の
連
携
へ
の
質
疑
に
、
収

入
を
過
去
３
年
間
の
平
均
８

割
、
支
出
は
28
年
度
を
基
本

に
試
算
し
た
。
体
験
交
流
部

門
を
核
と
し
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で

宿
泊
に
つ
な
げ
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

一
旦
事
業
を
止
め
て
改
め
て

専
門
家
に
収
支
計
画
を
立
て

て
も
ら
っ
て
は
、
と
い
う
質

疑
に
は
、
一
旦
止
め
る
と
な

る
と
雇
用
関
係
に
か
な
り
調

整
が
必
要
と
な
る
。
予
算
が

か
か
っ
て
も
未
来
へ
の
投
資

と
捉
え
て
、
続
け
な
が
ら
改

善
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

民
間
造
成
に
伴
う
市
道
譲
渡
の
流
れ
と
市
負
担
は

ま
た
も
、「
ふ
る
さ
と
体
験
村
事
業
」へ
質
疑
集
中

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

河川災害復旧工事現場

市道認定された路線（野原）

審
査
の
様
子
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西
村　
　

健 

議
員

　

市
の
再
生
ス
ト
ー
リ
ー
に

市
民
参
加
を
募
る
形
で
は
ふ

る
さ
と
体
験
村
再
生
は
失
敗

す
る
。
こ
の
際
、
体
験
村
の

事
業
は
一
切
中
止
し
、
検
証

か
ら
再
生
ま
で
の
徹
底
し
た

議
論
を
市
民
主
体
で
行
っ
て

こ
そ
、
再
生
の
道
は
開
け
る
。

西
川　

真
午 

議
員

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
に
つ
い

て
、
経
営
改
善
無
き
ま
ま
の

収
支
計
画
に
基
づ
く
補
正
予

算
は
、
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
。
事
業
を
一
旦
休
止

し
、
再
生
案
を
練
り
直
し
て

か
ら
の
事
業
再
開
が
必
要
と

考
え
る
た
め
、
本
案
に
賛
成
。

笹
田　
　

卓 

議
員

　

ふ
る
さ
と
体
験
村
に
つ
い

て
、
検
証
委
員
会
の
再
生
案

を
持
た
ず
、
地
元
住
民
参
加

の
状
況
が
見
え
な
い
中
で
の

ふ
る
さ
と
体
験
村
の
再
生
は

難
し
い
と
判
断
。

　

６
月
定
例
会
で
は
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案

に
対
し
て
「
ふ
る
さ
と
体
験

村
」
の
維
持
管
理
費
分
を
減

額
す
る
修
正
動
議
（
※
）
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
53
号

「
平
成
30
年
度　

浜
田

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」

原
案
に
対
す
る
反
対
討
論

修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論

議案に対して討論を行いました

反対理由の詳細については市議会ホームページをご覧ください。浜田市議会ホームページ→会議日程・結果→賛否の公開

　また、陳情について23件の審査を行いました。陳情の件名や審査の結果については市議会ホームページをご覧ください。
　浜田市議会ホームページ→請願・陳情・傍聴→請願・陳情の審査結果

平成 30 年 6月定例会議案等の賛否の公開（本会議）

議案番号 議　案　名 賛成 反対

承認第１号 専決処分の承認について（浜田市税条例等の一部を改正する条例） 23 0 

承認第２号 専決処分の承認について（平成29年度浜田市一般会計補正予算第９号） 23 0 

議案第44号 浜田市税条例の一部を改正する条例について 23 0 

議案第45号 浜田市教職員住宅条例の一部を改正する条例について 23 0 

議案第46号 浜田市立図書館協議会条例の一部を改正する条例について 23 0 

議案第47号 浜田市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 

議案第48号 浜田市病後児保育室条例の制定について 23 0 

議案第49号 浜田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について 23 0 

議案第50号 財産の取得について（小型動力ポンプ付軽積載車） 23 0 

議案第51号 工事請負契約の締結について（平成29年災害栃下川河川災害復旧工事） 23 0 

議案第52号 市道路線の認定について（浜田561号線外） 23 0 

議案第53号 平成30年度浜田市一般会計補正予算（第１号）　　　 反対：三浦、西川、川上、笹田、澁谷、西村 17 6 

議案第53号
（修正動議）

平成30年度浜田市一般会計補正予算（第１号）（ふるさと体験村整備事業の修正案） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成：三浦、西川、川上、笹田、澁谷、西村 6 17 

※
修
正
動
議
と
は

　

原
案
に
対
し
て
議
員
が
修
正
の
議
案
や
意
見
を
提
出

す
る
動
議
の
こ
と
で
す
。
予
算
案
に
対
す
る
修
正
動
議

は
、
一
般
的
に
予
算
の
減
額
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ

れ
ま
す
。
修
正
動
議
が
可
決
さ
れ
た
場
合
は
、
原
案
の

う
ち
該
当
部
分
へ
反
映
さ
れ
ま
す
。



6

市政を問う 20名が論戦（個人一般質問）

質
問
平
成
32
年
度
末
で
期

限
を
迎
え
る
の
を
前
に
対
策

の
検
証
や
新
た
な
課
題
を
調

べ
る
「
県
過
疎
地
域
対
策
研

究
会
」
を
設
置
。
浜
田
市
と

し
て
も
中
山
間
地
域
振
興
に

関
わ
る
課
題
解
決
の
仕
組
み

づ
く
り
を
要
望
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
具
体
的
な
考

え
を
問
う
。

市
長
現
在
「
中
山
間
地
域

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
立
ち
上
げ
部
局
を
横
断
し

た
支
援
策
の
構
築
を
進
め
て

い
る
。
議
論
し
た
課
題
解
決

の
仕
組
み
づ
く
り
や
支
援
策

を
「
過
疎
地
域
対
策
研
究

会
」
に
提
案
し
な
が
ら
、
中

山
間
地
域
へ
の
支
援
の
充
実

の
た
め
過
疎
法
の
延
長
を
要

望
し
て
参
り
ま
す
。

質
問
「
鳥
獣
被
害
防
止
緊

急
捕
獲
活
動
支
援
事
業
」
の

交
付
金
実
施
要
領
の
一
部
改

正
さ
れ
た
が
そ
の
概
要
を
問

う
。

産
業
経
済
部
長

イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
の
成
獣
の
交
付
金

が
変
更
に
な
り
、
今
年
度
か

ら
食
肉
加
工
さ
れ
た
場
合

９
千
円
に
そ
れ
以
外
は
７
千

円
に
変
更
さ
れ
た
。

質
問
国
も
ジ
ビ
エ
倍
増
計

画
を
推
進
し
て
い
る
。
浜
田

市
も
東
部
（
旭
・
金
城
）
地

区
に
新
た
に
民
間
に
よ
る
加

工
処
理
施
設
が
必
要
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
前
向
き
に

検
討
す
る
。

質
問
４
月
か
ら
直
営
と
な

っ
た
ふ
る
さ
と
体
験
村
の
運

営
状
況
、
及
び
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。

弥
栄
支
所
長
売
上
に
つ
い

て
は
前
年
度
比
６
割
と
見
込

ん
で
い
た
が
、
現
状
で
は
そ

れ
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

体
験
村
を
魅
力
あ
る
施
設
と

し
て
再
生
さ
せ
る
た
め
、
指

定
管
理
者
の
公
募
に
向
け
た

準
備
に
取
組
む
。

質
問
体
験
村
施
設
経
営
検

証
委
員
会
に
よ
る
検
証
の
目

的
・
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

弥
栄
支
所
長
ふ
る
さ
と
弥

栄
振
興
公
社
の
経
営
悪
化
の

要
因
及
び
一
連
の
不
祥
事
発

生
の
原
因
に
つ
い
て
の
検
証

と
、
今
後
の
施
設
運
営
に
向

け
た
提
言
を
い
た
だ
く
。

質
問
市
は
、
市
と
し
て
の

検
証
・
総
括
の
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

弥
栄
支
所
長
公
社
の
不
祥

事
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
市

の
管
理
監
督
が
不
十
分
で
あ

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
体
験

村
に
対
す
る
市
の
関
与
に
つ

い
て
は
、
市
の
内
部
で
総
括

す
る
。

質
問
市
が
勝
手
に
現
在
の

コ
ン
セ
プ
ト
継
続
を
決
め
る

の
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
プ
ト

の
議
論
か
ら
始
め
る
こ
と
こ

そ
体
験
村
の
再
生
計
画
づ
く

り
に
必
要
不
可
欠
で
は
な
い

か
。

弥
栄
支
所
長
検
証
委
員
会

や
地
元
住
民
の
意
見
を
踏
ま

え
、
再
生
計
画
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
生
き
残
り
の

仕
組
み
づ
く
り
パ
ー
ト
Ⅴ

体
験
村
、
コ
ン
セ
プ
ト
の

議
論
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
を

飛　

野　

弘　

二

西　

村　
　
　

健

古民家の活用で交流人口を増やす仕組みづ
くりに挑戦

ふるさと体験村

【一般質問とは】
各議員が市民の代表として、市長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについて、所信や疑問を
ただすことです。
「議会だより」では限られた字数で編集しています。詳しい内容については市議会ホームページでご覧いただけます。
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質
問
畦
畔
率
は
、
全
国
平

均
４
％
、
浜
田
市
は
13
・
8

％
で
あ
り
全
国
平
均
の
３
倍

以
上
で
あ
る
。
畦
畔
管
理
が

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
が
、
市
の
支
援
状

況
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
畦
畔
除
草

省
力
化
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
畦
畔
に
芝
生
「
セ
ン
チ

ピ
ー
ト
グ
ラ
ス
」
の
吹
き
付

け
を
す
れ
は
事
業
費
の
、
約

50
％
支
援
し
て
い
る
。

質
問
畦
畔
管
理
は
、
最
優

先
で
取
組
む
事
業
と
思
う

が
、
支
援
拡
大
の
考
え
を
問

う
。

産
業
経
済
部
長
前
向
き
に

検
討
す
る
。

質
問
森
林
管
理
制
度
が
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
所
有

者
が
管
理
で
き
な
い
森
林

は
、
市
が
管
理
集
約
し
、
採

算
ベ
ー
ス
に
乗
る
森
林
は
担

い
手
に
管
理
を
委
託
し
、
採

算
が
合
わ
な
け
れ
ば
、
市
が

質
問
自
治
区
で
の
、
総
合

防
災
訓
練
の
連
絡
体
制
の
確

立
、
避
難
所
開
設
に
つ
い
て

問
う
。

総
務
部
長
自
主
防
災
組
織

が
中
心
と
な
り
、
民
生
児
童

委
員
や
公
民
館
等
が
協
力
組

織
と
な
っ
て
連
絡
や
避
難
行

動
等
を
行
っ
た
。
避
難
所
は

49
カ
所
開
設
し
た
。

質
問
各
自
治
区
の
防
災
訓

練
、
消
防
団
活
動
、
地
域
の

防
災
会
や
防
災
セ
ン
タ
ー
等

の
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
消
防
団
は
、
避

難
訓
練
で
の
警
戒
広
報
訓
練

や
避
難
支
援
等
を
行
っ
た
。

防
災
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

自
主
防
災
会
の
訓
練
時
の
活

動
拠
点
で
、
今
回
避
難
訓
練

の
避
難
所
と
し
て
使
用
し
た
。

質
問
避
難
所
、
福
祉
避
難

所
の
運
営
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
訓
練
に
参
加
さ

れ
た
自
主
防
災
会
、
自
治
会

の
団
体
は
、
避
難
所
で
安
否

質
問
女
子
児
童
が
殺
害
さ

れ
て
線
路
に
遺
棄
さ
れ
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
こ

っ
た
。
地
域
で
の
登
下
校
の

見
守
り
体
制
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
現

在
の
状
況
を
問
う
。

教
育
部
長
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成

さ
れ
る
見
守
り
隊
、
事
業
所

等
の
見
守
り
隊
の
尽
力
に
よ

り
、
児
童
生
徒
へ
の
声
か
け

や
見
守
り
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

質
問
公
園
な
ど
の
遊
具
の

点
検
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
問
う
。

都
市
建
設
部
長
市
の
職
員

が
年
３
回
程
度
点
検
し
て
い

る
。
遊
具
の
腐
食
や
破
損
等

の
異
常
が
あ
れ
ば
、
直
ち
に

使
用
禁
止
に
し
て
修
繕
等
を

お
こ
な
う
。
廃
校
の
敷
地
に

あ
る
遊
具
の
点
検
は
、
利
用

者
か
ら
の
通
報
に
よ
り
修
繕

等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

質
問
遊
具
に
点
検
済
み
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
表
記
が

で
き
な
い
か
問
う
。

都
市
建
設
部
長
安
心
し
て

使
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

周
知
を
す
る
こ
と
は
必
要
で

あ
り
、
今
後
、
点
検
済
み
の

シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
対
応
策

を
検
討
す
る
。

質
問
福
祉
バ
ス
は
車
い
す

の
利
用
者
な
ど
も
容
易
に
乗

降
可
能
な
も
の
が
望
ま
れ
る

が
、
所
見
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
ニ
ー
ズ
も

含
め
、
次
回
の
車
両
更
新
時

に
検
討
す
る
。

自
ら
管
理
す
る
。
こ
の
制
度

は
、
来
年
度
よ
り
始
ま
る
が

市
の
対
応
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
今
年
度
は
、

林
業
関
係
機
関
と
市
に
よ
り

協
議
会
を
設
置
す
る
。
業
務

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
森

林
経
営
に
精
通
し
た
人
材
の

配
置
、
石
央
森
林
組
合
等
と

の
連
携
協
力
を
得
や
す
い
新

た
な
体
制
づ
く
り
を
検
討
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

○
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

○
他
出
子
に
つ
い
て

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊

確
認
や
炊
き
出
し
訓
練
等
を

行
っ
た
。
金
城
自
治
区
で
は

福
祉
避
難
所
を
開
設
し
た
。

質
問
自
治
区
の
消
防
出
張

所
署
員
３
人
体
制
に
つ
い
て

問
う
。

消
防
長
３
人
当
直
体
制
で

は
災
害
が
重
複
し
た
場
合
、

対
応
は
近
い
署
所
か
ら
出
動

し
連
携
強
化
に
努
め
て
い
る
。

質
問
消
防
力
強
化
を
目
的

に
東
部
、
西
部
消
防
署
の
体

制
の
現
状
認
識
を
問
う
。

消
防
長
人
員
体
制
は
そ
れ

ぞ
れ
、
署
長
以
下
19
名
体
制

が
現
状
は
十
分
で
な
い
。
効

率
的
、
持
続
可
能
な
消
防
体

制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

畦
畔
管
理
の
支
援

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

総
合
防
災
訓
練
の
成
果
は

消
防
力
の
強
化
を

子
ど
も
の
安
全
安
心

登
下
校
の
見
守
り
体
制
は

串　

﨑　

利　

行

永　

見　

利　

久

柳　

楽　

真
智
子

センチピートグラス吹付作業
（弥栄・法人いなしろ）

要支援者の避難誘導訓練

遊具の定期点検で子どもの安全安心を
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質
問
広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

の
現
状
と
来
客
状
況
を
問
う
。

産
業
経
済
部
参
事
誘
客
数

は
減
じ
た
が
目
標
に
は
達
し

て
い
る
。
来
客
は
事
務
所
統

合
に
よ
り
立
ち
寄
り
に
く
く

な
っ
た
と
聞
く
。

質
問
統
合
以
降
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
へ
の
来
客
数
が
激
減
し

て
い
る
。
今
後
誘
客
数
へ
影

響
し
か
ね
な
い
。
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

産
業
経
済
部
参
事
今
後
一

層
、
お
客
様
に
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
け
る
事
務
所

環
境
の
整
備
を
行
い
。
さ
ら

な
る
観
光
誘
客
に
努
め
る
。

質
問
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
情

報
交
換
の
場
で
あ
り
、
営
業

の
場
所
で
は
な
い
。
利
用
客

の
『
も
う
利
用
し
な
い
。』

と
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
ら
れ
る
か
。

市
長

真
摯
に
受
け
止
め
、

対
策
を
講
じ
る
。

質
問
地
籍
調
査
に
良
策
は

質
問
入
湯
税
は
、
同
じ
鉱

泉
浴
場
で
も
宿
泊
施
設
の
有

る
無
し
で
徴
収
す
る
の
で
は

な
く
、
宿
泊
入
浴
か
日
帰
り

入
浴
か
客
単
価
に
応
じ
た
条

例
改
正
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ

ま
で
も
質
問
し
て
き
た
が
、

他
の
自
治
体
が
で
き
て
浜
田

市
が
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
、

本
気
で
取
組
む
気
持
ち
が
あ

る
の
か
問
う
。

産
業
経
済
部
長
こ
れ
ま
で

の
質
問
を
受
け
、
財
務
部
及

び
金
城
、
旭
、
三
隅
の
各
支

所
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
温
泉
施
設
の

皆
さ
ん
か
ら
「
入
湯
税
を
引

き
下
げ
て
も
入
浴
料
は
改
正

で
き
な
い
」
等
の
意
見
も
あ

り
、
入
湯
税
の
改
正
を
断
念

し
た
。
そ
の
代
替
案
と
し
て

敬
老
入
湯
券
事
業
を
今
年
度

か
ら
開
始
し
た
。

質
問
私
の
考
え
は
、
日
帰

り
入
浴
だ
け
の
客
か
ら
は
入

湯
税
を
徴
収
し
な
い
で
入
浴

質
問
買
い
物
弱
者
対
策
と

し
て
雲
南
市
で
実
施
さ
れ
て

い
る
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ

ビ
リ
」
は
、
介
護
予
防
対
策

を
兼
ね
た
先
進
的
な
取
組
で

あ
る
が
、
浜
田
市
に
お
い
て

も
実
施
可
能
か
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
先
進
的
な

取
組
に
つ
い
て
は
研
究
を
行

い
、
介
護
保
険
事
業
者
や
商

業
施
設
等
に
情
報
提
供
や
支

援
等
を
実
施
す
る
。

質
問

買
い
物
弱
者
対
策

は
、
行
政
の
各
部
署
の
連
携

や
地
域
と
の
連
携
が
重
要
と

な
る
が
、
今
後
の
進
め
方
の

方
針
を
問
う
。

地
域
政
策
部
長
庁
内
組
織

を
横
断
す
る
「
中
山
間
地
域

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
た
。
買
い
物
弱
者

対
策
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
検
討
す
る
。

質
問
外
ノ
浦
が
北
前
船
寄

港
地
と
し
て
日
本
遺
産
に
追

加
認
定
さ
れ
た
が
、
観
光
客

誘
致
の
方
策
は
。

産
業
経
済
部
長
ま
ず
は
市

民
を
対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
魅
力
を
伝

え
る
。
観
光
客
受
入
体
制
と

し
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
人
材
育
成
を
進
め

る
。

質
問
渡
し
船
や
貸
し
ボ
ー

ト
な
ど
の
海
上
移
動
で
観
光

地
の
魅
力
が
高
ま
る
が
、
実

現
の
可
能
性
は
。

市
民
生
活
部
長
行
政
と
し

は
で
き
な
い
が
、
民
間
や
地

域
で
取
組
む
な
ら
支
援
す
る
。

あ
る
か
。

都
市
建
設
部
長
担
当
職
員

の
増
員
と
予
算
の
確
保
。
筆

界
の
ス
ム
ー
ズ
な
確
定
が
進

捗
に
つ
な
が
る
。

質
問
良
策
を
求
め
た
。
工

夫
も
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長
航
空
写
真

の
活
用
等
も
検
討
で
き
る
。

質
問
国
土
交
通
省
林
務
部

が
実
施
し
て
い
る
『
森
林
境

界
明
確
化
事
業
』
の
精
度
を

上
げ
る
た
め
の
工
夫
を
市
単

独
事
業
で
行
い
、
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

市
長
事
業
の
活
用
に
つ
い

て
内
部
で
検
討
す
る
。

料
も
改
正
し
な
い
。

　

市
の
税
収
は
減
額
に
な
る

が
、
浴
場
経
営
者
が
圧
迫
感

か
ら
多
少
解
放
さ
れ
、
元
気

で
事
業
継
続
さ
れ
る
こ
と
の

方
が
優
先
と
考
え
る
。
再
度

所
見
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
考
え
方
の

違
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で

き
た
。
す
ぐ
に
と
は
い
か
な

い
が
、
財
務
部
と
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
浜
田
港
全
体
の
将
来
像

〇
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
（
屋

内
ス
ケ
ー
ト
場
）
の
活
用

策

広
島
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
対
策
を
ど
う
す
る

入
湯
税
は
目
的
税
の
主
旨
に

沿
っ
て
条
例
改
正
を

買
い
物
弱
者
対
策
に

全
庁
挙
げ
て
の
取
組
を

川　

上　

幾　

雄

西　

田　

清　

久

西　

川　

真　

午ショッピングリハビリ（独自開発の
楽々カートで買い物をする高齢者）

『広島事務所（広島PRセンター）』入口
ドアを開けたら応接セット。『ここで
良いのか』

浜田市の上質な温泉施設
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質
問
社
会
情
勢
が
急
激
に

変
化
す
る
中
、
児
童
生
徒
の

「
い
じ
め
」「
不
登
校
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
」
問
題

の
対
策
は
急
務
と
考
え
る

が
、現
状
と
対
応
策
を
問
う
。

教
育
部
長
「
い
じ
め
」「
不

登
校
」
は
全
国
、
県
平
均
よ

り
高
め
で
増
加
傾
向
に
あ

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
指
導
も
昨
今
の
学
校
教
育

で
は
必
須
と
な
っ
て
お
り
、

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
対

策
強
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

質
問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
時
間

や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
な

ど
の
指
導
方
法
に
極
め
て
憂

慮
す
る
が
、
考
え
を
問
う
。

教
育
部
長
保
護
者
と
児
童

生
徒
間
で
の
ル
ー
ル
作
り
の

重
要
性
を
再
認
識
し
て
お

り
、
一
昨
年
、
市
内
高
校
生

と
ネ
ッ
ト
ル
ー
ル
づ
く
り
に

取
組
ん
だ
こ
と
な
ど
も
含
め
、

今
後
も
啓
発
推
進
に
努
め

る
。

質
問
浜
田
市
の
市
税
の
滞

納
金
額
と
件
数
と
滞
納
に
時

効
は
あ
る
の
か
問
う
。

財
務
部
長
平
成
29
年
度
滞

納
件
数
２
９
４
１
件
、
約
３

億
１
千
万
円
の
滞
納
、
市
税

の
時
効
は
地
方
税
法
の
規
定

に
よ
り
５
年
。
国
民
健
康
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
は
２
年
で
時
効
。

質
問
滞
納
の
理
由
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長
滞
納
が
発
生
し

た
時
点
で
預
金
、
給
与
、
不

動
産
な
ど
の
財
産
調
査
、
納

付
相
談
を
行
い
、
生
活
困
窮

者
と
支
払
い
能
力
が
あ
る
滞

納
者
を
区
分
し
て
滞
納
整
理

を
行
っ
て
い
る
。

質
問
適
正
に
納
税
を
し
て

い
る
多
く
の
市
民
と
の
公
平

性
は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

財
務
部
長
地
方
税
法
の
規

定
に
よ
り
、
真
に
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
と
認
め
た
場
合

滞
納
処
分
を
停
止
す
る
が
、

質
問
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
人

件
費
助
成
は
県
内
で
も
低

く
、
積
極
的
な
支
援
の
考
え

は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
福
祉
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
、
よ
り
充

実
し
た
支
援
を
し
た
い
。
慎

重
に
検
討
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
議
し
た
い
。

質
問
社
会
福
祉
法
人
の
地

域
貢
献
を
促
す
た
め
、
具
体

的
に
支
援
し
進
め
る
考
え
は

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
地
域
課
題

や
生
活
課
題
を
把
握
し
、
社

会
福
祉
法
人
が
ど
の
よ
う
な

地
域
貢
献
が
で
き
る
の
か
検

討
し
、
開
催
予
定
の
情
報
交

換
会
な
ど
で
支
援
し
た
い
。

質
問
指
定
管
理
者
施
設
の

運
営
管
理
や
労
務
管
理
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
を
ど
う
具
体
的

に
実
行
し
た
の
か
。

総
務
部
長
市
職
員
が
基
礎

的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
労

務
管
理
状
況
の
把
握
、
指
摘

事
項
を
改
善
し
て
も
ら
う
な

ど
、
効
果
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
取
組
み
た
い
。

質
問
給
食
業
務
に
必
要
な

委
託
料
や
管
理
運
営
費
が
削

減
さ
れ
て
お
り
、
給
食
業
務

に
影
響
は
な
い
の
か
。

教
育
長
給
食
運
営
の
経
費

は
、
義
務
的
経
費
で
は
な
く
、

裁
量
枠
経
費
の
た
め
毎
年
シ

ー
リ
ン
グ
の
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
給
食
の
運
営
に
影
響

が
及
ば
な
い
よ
う
学
校
給
食

会
と
協
議
し
、
必
要
な
予
算

は
確
保
し
た
い
。

質
問
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
の
児
童
生
徒
の
相
談
窓
口

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
取
入
れ
る
こ

と
へ
の
考
え
を
問
う
。

教
育
部
長
全
国
で
20
以
上

の
自
治
体
が
取
組
ん
で
お

り
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が

研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
国
県
を
フ
ル
活
用
し
た
人

口
減
少
対
策
に
つ
い
て

○
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

○
防
犯
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
整
備
に
つ

い
て

○
実
の
あ
る
浜
田
市
総
合
防

災
訓
練
に
つ
い
て

支
払
い
能
力
が
あ
る
滞
納
者

へ
は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の

厳
し
い
滞
納
処
分
を
執
行
。

質
問
「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
昼

市
」
を
実
施
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
別
の
地
区
で
の
開

催
も
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

産
業
経
済
部
参
事
「
Ｂ
Ｕ

Ｙ
浜
田
昼
市
」
を
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜

田
運
動
」
の
普
及
・
拡
大
に

つ
な
が
り
、
特
色
あ
る
地
元

産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
も

な
る
。
今
後
は
、
各
自
治
区

を
含
め
地
域
の
方
々
と
相
談

し
検
討
す
る
。

児
童
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
環
境
対
策
を

浜
田
市
税
滞
納
の
状
況
を
問
う

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線

社
協
へ
の
支
援
充
実
を

道　

下　

文　

男

沖　

田　

真　

治

芦　

谷　

英　

夫

インターネットの弊害が危惧さ
れる

第19回小学生の「税に関する絵はが
きコンクール」浜田市長賞受賞作品

来春の入学が楽しみな親子給食会
（浜田学校給食センター）
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質
問
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ

ー
に
公
設
水
産
物
仲
買
売
場

を
移
転
す
る
の
で
は
な
く
、

横
に
新
築
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長
時
間
が
か
か
る
の
で

難
し
い
。

質
問

小
学
生
の
下
校
時

に
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
等
を
し

て
い
る
市
民
に
見
回
り
隊
の

腕
章
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
、
可
能
か
。

教
育
部
長
下
校
時
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
く
。

質
問
元
気
な
浜
田
づ
く
り

に
は
人
づ
く
り
が
必
須
で
、

公
民
館
の
役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
公
民
館
の
目
指
す
姿

に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
公
民
館
は
地
域
の

拠
点
で
あ
り
、
住
民
と
と
も

に
地
域
課
題
に
取
組
む
「
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
公
民

館
」
を
目
指
す
。

質
問
浜
田
市
の
児
童
虐
待

防
止
体
制
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
全
て
の
乳

児
家
庭
へ
の
訪
問
や
、
保
育

所
幼
稚
園
学
校
で
状
況
確
認

を
し
、
虐
待
の
未
然
防
止
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
要
保
護

児
童
対
策
策
地
域
協
議
会
議

を
月
に
一
回
開
催
し
、
連
携

体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

質
問
急
激
な
社
会
の
変
化

に
伴
い
、
学
校
に
お
い
て
の

様
々
な
課
題
に
向
け
、
教
育

委
員
会
、
学
校
、
保
護
者
、

地
域
が
新
た
な
視
点
で
、
真

質
問

今
の
仲
卸
市
場
は
、

旧
元
浜
町
か
ら
前
浜
が
一
番

と
言
わ
れ
て
、
現
在
地
に
建

設
さ
れ
た
。
単
独
建
て
替
え

が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
お
魚

セ
ン
タ
ー
か
ら
買
い
取
り
希

望
が
あ
り
、
仲
卸
の
方
達
の

移
転
合
意
も
見
込
ま
れ
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
は
低
迷
し
て

お
り
、
早
急
な
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
現
状

を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
売
上
は
激

減
で
早
期
買
取
希
望
で
あ
る
。

質
問
筆
頭
株
主
と
し
て
の

見
解
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
こ
こ
は
市

に
と
っ
て
大
事
な
場
所
で
あ

り
何
と
か
生
か
し
た
い
。

質
問
仲
卸
の
現
状
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
耐
震
化
前

の
た
め
危
険
で
、
業
者
に
移

転
打
診
し
て
い
る
。

質
問
買
取
時
期
と
改
修
金

額
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
時
期
は
８

月
で
約
３
億
１
千
万
円
見
込

ま
れ
る
。

質
問
新
し
い
施
設
の
運
営

方
針
を
問
う
。

産
業
経
済
部
長
指
定
管
理

を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
観
光
協
会
が
受
け
る

の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長
募
集
し
て

応
募
さ
れ
れ
ば
と
思
う
。

そ
の
他
の
質
問

〇
開
府
４
０
０
年
事
業
に
つ

い
て

質
問
市
が
保
有
す
る
美
術

品
や
工
芸
品
を
市
民
に
観

て
、
触
れ
て
、
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
は
。

教
育
長
平
成
25
年
か
ら
浜

田
ゆ
か
り
の
作
品
の
展
覧
会

を
開
催
し
て
い
る
。

質
問
内
田
雇
用
促
進
住
宅

を
若
者
住
宅
と
し
て
、
美
川

地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

運
営
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

建
設
部
長
平
成
33
年
度
以

降
は
「
民
間
譲
渡
」
の
方
針

だ
が
、
管
理
体
制
を
美
川
地

区
で
構
築
で
き
れ
ば
可
能
だ

と
考
え
る
。

剣
に
向
き
合
い
解
決
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長
現
在
も
学
校
一

丸
と
な
り
取
組
ん
で
い
る
が
、

今
後
も
各
学
校
と
密
に
連
絡

を
取
り
、
課
題
解
決
に
向
け

て
取
組
む
。

質
問
介
護
予
防
の
住
民
主

体
の
通
い
の
場
の
推
進
に
つ

い
て
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
ま
ず
は
サ

ロ
ン
等
で
集
い
、
住
民
主
体

で
運
動
体
操
を
継
続
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
推
進
す
る
。

公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

移
転
新
築
は
可
能
か

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

公
民
館
の
力
を

お
魚
セ
ン
タ
ー
と

仲
卸
の
将
来
展
望
に
つ
い
て

笹　

田　
　
　

卓

村　

武　

ま
ゆ
み

牛　

尾　
　
　

昭
しまねお魚センター外観

浜田市保有の美術品、工芸品を知ろ
う！

築26年経過のお魚センター改築より
新築の方が得策では？

「住民主体の通いの場」の様子
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質
問
三
隅
火
力
発
電
所
２

号
機
建
設
に
向
け
て
の
工
事

請
負
に
対
し
、
地
元
企
業
優

先
の
取
組
は
。

産
業
経
済
部
参
事
産
業
政

策
課
三
隅
発
電
所
対
策
室
を

事
務
局
と
し
て
、
営
業
情
報

や
調
達
情
報
を
地
元
受
注
希

望
業
者
に
提
供
し
て
い
る
。

質
問
浜
田
市
は
、
陸
上
競

技
場
や
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
や
テ
ニ
ス
場
な
ど
運
動
公

園
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
な
ぜ
市

民
に
示
さ
な
い
の
か
。

教
育
長
現
状
は
、
改
修
で

対
応
す
る
し
か
な
い
。

質
問
美
川
小
学
校
と
第
四

中
学
校
の
新
築
を
何
故
財
政

計
画
に
盛
込
ま
な
い
の
か
。

教
育
長
現
在
審
議
中
だ
。

質
問
３
割
の
教
員
が
、
時

間
外
賃
金
が
払
わ
れ
な
い
ま

ま
、
月
80
時
間
超
の
残
業

だ
。
小
中
学
校
の
教
員
の
加

重
労
働
対
策
は
。

教
育
部
長
教
員
の
実
態
を

質
問
国
は
「
病
院
か
ら
在

宅
へ
」
の
方
針
を
示
し
、
か

か
り
つ
け
医
師
を
身
近
で
頼

り
に
な
る
安
心
で
き
る
も
の

と
し
て
在
宅
生
活
を
目
指
そ

う
と
し
て
い
る
が
、
後
継
者

の
承
継
問
題
か
ら
廃
業
さ
れ

る
医
院
が
増
え
る
状
況
に
あ

る
。
在
宅
治
療
の
往
診
や
訪

問
医
療
な
ど
の
影
響
を
懸
念

す
る
が
認
識
と
対
応
を
問

う
。

市
長
医
師
の
高
齢
化
や
後

継
者
が
い
な
い
な
ど
に
よ
っ

て
医
療
機
関
が
減
少
す
る
状

況
は
、
市
に
と
っ
て
大
変
大

き
な
問
題
と
認
識
す
る
。
医

師
会
や
医
療
セ
ン
タ
ー
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

地
域
医
療
が
途
切
れ
な
い
よ

う
に
対
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問
国
は
団
塊
の
世
代
が

２
０
２
５
年
に
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
か

ら
医
療
費
を
抑
制
す
る
目
的

で
在
宅
へ
の
流
れ
を
推
進
。

質
問
国
の
医
療
制
度
変
更

に
よ
り
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

で
も
長
期
入
院
が
で
き
な
く

な
っ
た
。
退
院
後
に
遠
く
か

ら
通
院
す
る
高
齢
者
等
の
た

め
の
安
く
利
用
で
き
る
宿
泊

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
市
が
施
設
を
運
営
す

る
の
は
難
し
い
が
、
自
宅
か

ら
の
通
院
が
難
し
い
方
が
ホ

テ
ル
を
使
う
例
や
、
病
院
と

ホ
テ
ル
と
の
提
携
事
例
も
あ

る
。
駅
周
辺
の
ホ
テ
ル
の
活

用
等
を
含
め
研
究
し
た
い
。

質
問
指
定
管
理
施
設
で
の

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労

働
条
件
審
査
の
、
計
画
的
実

施
と
予
算
化
な
ど
の
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長
県
内
他
市
の
取

組
状
況
や
課
題
な
ど
を
詳
細

に
研
究
し
、
公
費
負
担
が
妥

当
か
を
含
め
て
検
討
す
る
。

質
問
「
色
覚
異
常
」
は
男

性
の
20
人
に
１
人
、
女
性
の

５
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で

い
る
と
い
わ
れ
る
。
色
覚
補

正
サ
ン
グ
ラ
ス
の
購
入
費
助

成
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
補
正
メ
ガ

ネ
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
個

人
差
が
あ
る
よ
う
だ
。
有
効

性
と
購
入
費
助
成
に
つ
い
て

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問
小
中
学
校
に
お
い
て

「
色
覚
異
常
」で
も
黒
板
の
文

字
が
見
や
す
い
色
覚
チ
ョ
ー

ク
の
導
入
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長

色
覚
特
性
の

個
々
の
状
況
を
学
校
で
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
色
覚
対

応
チ
ョ
ー
ク
を
導
入
す
る
。

踏
ま
え
た
業
務
改
善
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。

質
問
浜
田
藩
に
お
け
る
最

も
文
化
的
偉
業
で
あ
る
、
12

代
藩
主
か
ら
伊
勢
松
阪
の
本

居
宣
長
へ
の
驛
鈴
贈
呈
を
顕

彰
し
、
開
府
４
０
０
年
に
合

わ
せ
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
。

産
業
経
済
部
長
間
に
合
わ

な
い
。

質
問
物
産
展
へ
の
地
元
企

業
の
出
店
に
対
し
て
、
支
援

の
減
額
は
ど
う
し
て
。

産
業
経
済
部
参
事
事
業
の

見
直
し
に
伴
い
減
額
し
た

が
、
地
元
事
業
者
の
意
見
を

聴
い
て
対
応
し
た
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
病
床
ベ
ッ
ド

を
減
ら
し
、
停
止
す
る
状
況

に
あ
る
が
、
受
け
入
れ
る
側

の
在
宅
の
看
護
や
介
護
の
環

境
な
ど
今
後
の
予
想
さ
れ
る

変
化
に
つ
い
て
そ
の
認
識
と

対
応
を
問
う
。

市
長
ま
す
ま
す
患
者
が
中

核
病
院
に
集
中
し
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
診
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。

引
き
続
き
医
療
従
事
者
の
育

成
に
取
組
み
な
が
ら
医
療
と

介
護
を
切
れ
目
な
く
提
供
す

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
推
進
と
市
民
の
健
康
増
進

へ
の
取
組
強
化
を
図
る
。

時
間
外
手
当
が
な
い
、

教
員
の
加
重
労
働
対
策
は

医
師
の
承
継
と
病
床
ベ
ッ
ド

減
少
は
大
き
な
問
題

通
院
が
難
し
い
高
齢
者
等
の

宿
泊
施
設
が
必
要
だ

澁　

谷　

幹　

雄

岡　

本　

正　

友

小　

川　

稔　

宏

浜っ子春祭りでの「驛鈴みこし」

かかりつけ医の承継問題

国立病院機構浜田医療センター
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質
問
地
域
文
化
を
体
感
で

き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
な

ど
、
滞
在
型
観
光
の
推
進
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
導
線
の
分
析
を
行

い
、
浜
田
ら
し
い
ツ
ア
ー
商

品
づ
く
り
に
取
組
む
。

質
問

民
泊
新
法
の
施
行

で
、
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
登
録

者
へ
の
影
響
を
懸
念
。
煩
雑

な
移
行
手
続
き
に
対
す
る
支

援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

産
業
経
済
部
長
交
流
人
口

の
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
事
業
。
継
続
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧
な
説

明
を
県
な
ど
と
行
い
、
本
事

業
の
推
進
に
取
組
む
。

質
問
世
界
の
旅
行
市
場
の

6
割
は
欧
米
人
。
実
情
を
踏

ま
え
た
、
戦
略
的
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
が
必
要
で
は
。

産
業
経
済
部
長
石
見
神
楽

の
日
本
遺
産
登
録
を
目
指

す
。
映
像
制
作
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

質
問
浜
田
開
府
４
０
０
年

事
業
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
昨
年
度
か

ら
歴
史
に
関
す
る
市
民
講
座

を
開
催
、
今
年
７
月
か
ら
ガ

イ
ド
養
成
講
座
も
始
め
る
。

来
年
度
は
秋
の
式
典
に
向
け

て
、
春
夏
秋
冬
と
開
府
４
０

０
年
を
冠
に
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

質
問
『
続
・
日
本
１
０
０

名
城
』
に
浜
田
城
址
が
選
定

さ
れ
た
が
、
御
便
殿
の
活
用

も
含
め
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

産
業
経
済
部
長
浜
田
城
址

に
は
Ｇ
Ｗ
期
間
中
、
多
く
の

お
城
フ
ァ
ン
が
来
浜
し
、
ゆ

か
り
の
場
所
も
訪
れ
た
。

　

御
便
殿
は
周
辺
道
路
の
整

備
も
進
み
、
城
山
公
園
と
の

連
携
や
隣
接
す
る
外
ノ
浦
が

日
本
遺
産
北
前
船
寄
港
地
に

追
加
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
活
用
を
検
討
す
る
。

質
問
地
域
商
業
の
振
興
に

つ
い
て
問
う
。

質
問

民
法
改
正
に
よ
り
、

個
人
根
保
証
契
約
に
限
度
額

の
設
定
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
公
営
住
宅
入
居
に
際

し
て
の
連
帯
保
証
人
を
確
保

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

公
営
住
宅
に
生
活
困
窮
者
な

ど
が
入
れ
な
い
よ
う
な
事
態

が
お
こ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、「
公
営
住
宅
管
理
条

例
」
を
改
正
し
、
保
証
人
に

関
す
る
規
定
を
削
除
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
通
知
が

国
土
交
通
省
か
ら
だ
さ
れ
て

い
る
が
対
応
を
問
う
。

都
市
建
設
部
長
今
回
の
国

土
交
通
省
の
通
知
は
、
連
帯

保
証
人
規
定
を
削
除
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
断
言
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
各
自

治
体
へ
の
判
断
を
投
げ
か
け

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
条
件
緩
和
な
ど
福
祉

部
局
と
も
相
談
し
検
討
す
る
。

質
問
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ

る
家
屋
へ
の
土
砂
崩
れ
や
農

地
被
害
に
つ
い
て
は
被
害
の

助
成
制
度
が
あ
る
が
、
床
上

浸
水
な
ど
の
内
水
被
害
に
対

す
る
助
成
は
な
い
と
認
識
す

る
。
検
討
す
る
考
え
は
な
い

か
問
う
。

都
市
建
設
部
長
現
時
点
で

の
助
成
制
度
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
自
宅
敷
地
の
か
さ

上
げ
や
盛
土
工
事
に
対
す
る

助
成
な
ど
研
究
し
た
い
。
併

せ
て
、
現
地
の
浸
水
原
因
な

ど
調
査
し
、
対
応
策
を
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇
人
工
内
耳
支
援
の
拡
充
他

活
用
な
ど
、
外
国
人
向
け
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
取
組
む
。

質
問
食
文
化
は
大
切
な
地

域
資
源
。
幼
少
期
か
ら
の
食

育
が
重
要
。
特
に
給
食
は
、

「
浜
田
」
に
触
れ
て
も
ら
え

る
貴
重
な
機
会
。
給
食
施
設

の
統
廃
合
議
論
に
お
い
て

も
、
食
文
化
継
承
の
視
点
を

大
切
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
公
民
館
や

保
育
園
で
、
魚
食
普
及
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長
工
夫
し
て
、
お
い

し
く
楽
し
い
給
食
を
提
供
。

地
産
地
消
は
、今
後
も
推
進
。

産
業
経
済
部
長
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
結
果
で
市
内
事
業
者

の
厳
し
さ
は
認
識
し
て
い

る
。
中
小
事
業
者
支
援
と
事

業
承
継
支
援
、
起
業
・
創
業

支
援
の
３
点
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
組
を
進
め
て
い
る
。

質
問
原
井
と
石
見
の
統
合

幼
稚
園
の
現
状
、
保
育
へ
の

要
望
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
部
長
統
合
幼
稚
園
は

新
設
の
方
向
だ
が
、
再
検
討

が
必
要
だ
。
要
望
へ
の
対
応

策
は
サ
ポ
ー
ト
教
諭
加
配
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
、
月
１

回
給
食
の
実
施
な
ど
で
あ
る
。

市
場
を
捉
え
た
観
光
・

交
流
事
業
を

開
府
４
０
０
年
事
業
は

歴
史
と
誇
り
の
継
承
が
大
切

入
居
の
際
の
保
証
人
規
定
を

削
除
す
べ
き
で
は

三　

浦　

大　

紀

野　

藤　
　
　

薫

佐
々
木　

豊　

治

田舎暮しについて話を聞く来訪者

活用すべき御便殿

浸水被害現場



13

議会からのお知らせ

9月定例会開催予定
日 月 火 水 木 金 土

8/30
開会
本会議

（議案の提案説明）

31
休会

9/1

2 3
本会議

（個人一般質問）

4 5 6 7
本会議

（議案質疑）
予算決算委員会

8

9 10

総務文教委員会

11

福祉環境委員会

12

産業建設委員会

13

予算決算委員会
（9月補正審査）

14

休会

15

16 17

敬老の日

18

休会

19

予算決算委員会
（決算審査総務文教関係）

20

予算決算委員会
（決算審査福祉環境関係）

21

予算決算委員会
（決算審査産業建設関係）

22

23

秋分の日

24

振替休日

25

予算決算委員会
（予備日）

26

休会

27

予算決算委員会
（付帯意見協議）

28
本会議

（表決）
閉会

29

30

知ってナッ得
－議会改革と活性化のために－

　浜田市議会では現在、市議会の憲法ともいうべき
「議会基本条例」について、条例の目的が達成され
ているかどうか検証するとともに、現状に合ってい
ないところはないかなど具体的に見直しをしていま
す。
　例えばよりわかりやすい議論とするため、現在規
定している市長等の反問権に反論権を加える改正や
情報公開の拡充方法として会議のインターネット録
画中継等の努力義務を規定し、議会の見える化を目
指します。
　こうした見直しにより更なる議会改革と活性化に
取組む決意を示したいと考えています。この見直し
が決して画餅とならぬよう議員一丸となって努力し
てまいります。

　このたびの平成30年７月豪雨
による被害甚大の報せに接し、
被災された皆さま方に対し心か
らお見舞い申し上げます。

　犠牲になられた方々のご冥福
と早期に復旧されますことを謹
んでお祈り申し上げます。

　浜田市議会も被災地の復興の
一助となるよう取組んでまいり
ます。

平成30年７月豪雨災害に寄せて
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議会報告会を開催しました
議会報告会に多くの方にご参加いただきありがとうございました。
出された意見・要望を議員自身も共通課題とし、議会活動に役立てていきます。
主な意見・要望等について執行部の回答を掲載していますのでご覧ください。

１．自治区制度改正の時期と方向性をどのよ
うに議論されているのか。

【回答】次期制度については平成32年４月１
日から運用できるように、自治区制度検討会
議において各地域協議会を中心に意見交換を
しながらまとめていきます。

３．農業者戸別所得補償制度打ち切り後、そ
れにかわる助成制度が必要ではないか。

【回答】農業経営安定の仕組みや農業の多面
的機能を考えると今後も直接支払に変わる政
策の検討が必要と考えていますので、国の動
向を見守りたいと思います。

４．公共交通空白地帯における有償運送の運
営費確保に良い方法はないのか。

【回答】広告収入や世帯の協力金、クラウド
ファンディングの手法等も考えられますが、
自主的な運営費確保には限界もあるため地域
の実情も伺い対応します。

５．山奥、郡部を大事にし、浜田の奥座敷と
して、ふるさと体験村の立て直しを検討して
欲しい。

【回答】「ふるさと体験村施設経営検証委員会」
による提言をふまえて、地元とも連携しなが
ら都市との交流活動を通じた地域振興を図り
ます。

６．高齢化で農地の荒廃が進むなか農地受託
耕作者への支援策を考えて欲しい。農地集積
と町中のイノシシ対策もお願いしたい。

【回答】認定農業者を目指す方への支援策も
検討したいと思います。農地集積はまとまっ
た農地を集積する場合に支援を行っています。
イノシシ対策では農作物被害防止に努めてい
ますが、補助事業等の詳細については市へご
相談ください。

７．防災、消防に関わるデジタル無線機等の
整備に予算を付けて欲しい。

【回答】消防団へのデジタル無線機の配備に
ついては、現在、関係各課と消防団とにおい
て検討協議を進めています。

２．U・Iターン者に活躍してもらえる施策
を検討すれば、若者に限らず定年後の方も含
めU・Iターンの増加にもつながるのではな
いか。

【回答】U・I ターン希望者の相談にのっても
らったり、交流会等にも参加していただく場
を設けることによりU・I ターン者の増加に
つなげたいと考えます。
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８．京町から朝日町までの商店街の賑わい対
策と併せ、若者を県外に出さないために企業
誘致を図るべきだ。

【回答】中小事業者支援、事業承継支援、起
業・創業支援等の取組を通じて商店街や地域
経済の活性化を図ります。若者が定着するた
めには多様な雇用の場が必要であるため、地
元企業の魅力発信とともに業種をふまえた誘
致活動を行います。

10．川本町の定住対策は充実しているが、美
川でも市の土地を利用した定住対策をすべき
だ。雇用促進住宅を地元に譲渡し家賃を安く
し若者向け住宅に改装してはどうか。

【回答】市営内田住宅建替後の跡地は若者の
定住に活用できるよう検討します。雇用促進
住宅については地元での買い取りは可能です
が、管理運営には多岐にわたる業務があり管
理体制の構築が必要です。

11．お魚センターについて、萩のしーまーと
や境港のような施設になるよう活性化して欲
しい。

【回答】老朽化している公設水産物仲買売場
の機能をお魚センターに移設できないか検討
しています。浜田漁港エリアの活性化のため
に課題を克服し多くの市民や観光客に来てい
ただけるような魅力づくりに取組みます。13．小さな拠点づくりの取組は重要な案件で

あるが、浜田市はなぜ真剣に取り組もうとし
ないのか。

【回答】島根県と連携した研修会を開催し小
さな拠点づくりの意義や必要性の周知に努め
ています。また、今年２月には中山間地域対
策プロジェクトチームを設置し調査・検討を
行っています。

12．ふるさと寄付金の使途について、市外か
らの来訪者でも目につく駅や公共施設に掲示
するなど、使途の見える化をすべきだ。

【回答】いろいろな施設へのポスター掲示等
について様々な方法を用いて使途の見える化
を図ります。

９．小中学校の学力不足に対して教員や放課
後児童クラブ指導員を増やす政策と、タブ
レット端末の導入などIT化に予算を充てる
べきだ。

【回答】教職員配置は県に要望し、市の学校
支援員等の配置増に努めています。放課後児
童クラブ職員は国基準以上の配置をしていま
す。学校のパソコン台数を増やし、更新時の
タブレット導入の検討と無線LANの整備計
画等、IT設備の充実に努めています。

開催日時 会場 参加人数

５月14日㈪
19：00～20：30

みどりかいかん 22人

三隅公民館 12人

５月15日㈫
19：00～20：30

弥栄支所 ６人

旭支所 35人

５月16日㈬
19：00～20：30

浜田公民館 13人

周布公民館 ６人

５月17日㈭
19：00～20：30

美川公民館 24人

国府公民館 14人

紙面の都合上、要約したものを掲載しています。
詳細は浜田市議会ホームページをご覧ください。
浜田市議会ホームページ→議会の取組→議会報告会



〔議長なんでもメール〕　議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
　　　　　　　　　　　浜田市議会ホームページ→議長なんでもメール

市民の皆さまの市政へのご意見をお伺いするため、意見交換をメインとした地域井戸端会を開催します。
皆さまのお越しをお待ちしています。

地域井戸端会を開催します

日　時 開催会場 議　　　　　　　　　　　　員

10月22日㈪
19：00～20：30

上府自治公民館 柳楽真智子、西川真午、川上幾雄、布施賢司、西田清久

老人憩いの家（杵束） 野藤　薫、三浦大紀、上野　茂、佐々木豊治、澁谷幹雄、牛尾　昭

10月23日㈫
19：00～20：30

石 見 公 民 館 道下文男、沖田真治、串﨑利行、飛野弘二、芦谷英夫

長 浜 公 民 館 岡本正友、村武まゆみ、小川稔宏、笹田　卓、永見利久、西村　健

10月24日㈬
19：00～20：30

美 川 公 民 館 野藤　薫、三浦大紀、上野　茂、佐々木豊治、澁谷幹雄、牛尾　昭

旭 支 所 柳楽真智子、西川真午、川上幾雄、布施賢司、西田清久

10月25日㈭
19：00～20：30

今 福 公 民 館 岡本正友、村武まゆみ、小川稔宏、笹田　卓、永見利久、西村　健

三 隅 公 民 館 道下文男、沖田真治、串﨑利行、飛野弘二、芦谷英夫

　

漁
火
（
イ
カ
漁
の
集
魚
灯
）

が
望
め
る
夜
の
日
本
海
。
こ
の

漁
火
が
年
々
減
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
山
間

地
で
休
耕
田
が
一
層
増
え
て
い

る
の
は
第
1
次
産
業
衰
退
の
表

れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

漁
業
・
農
業
は
浜
田
市
の
主

幹
産
業
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
市
議
会
は
「
産
業
建
設

委
員
会
」、「
中
山
間
地
域
振
興

特
別
委
員
会
」
で
検
討
・
議
論

し
最
良
な
策
が
提
案
で
き
る
よ

う
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
議
会
で
は
修
正

動
議
が
提
出
さ
れ
、
多
く
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
定
例
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
意

見
を
お
聞
き
す
る
地
域
井
戸
端

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
（
記　

沖
田　

真
治
）

【
編
集
委
員
】

委
員
長　

小
川　

稔
宏

副
委
員
長　

川
上　

幾
雄

委　
　

員　

三
浦　

大
紀

　
　
　
　
　

沖
田　

真
治

　
　
　
　
　

西
川　

真
午

　
　
　
　
　

村
武
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　

笹
田　
　

卓

　
　
　
　
　

芦
谷　

英
夫

　
　
　
　
　

田
畑　

敬
二

　
　
　
　
　

澁
谷　

幹
雄

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
42・４
円
で
で
き
て
い
ま
す
。

表紙に
ついて


